
 

 

平成２８年度決算の概要 

 

市の財政は、皆さんに納めていただいた市税のほか、国や都からの補助金などの収入か

ら成り立っています。そして、そのお金は、福祉、教育、まちづくりなど、皆さんのくら

しに深いかかわりを持つさまざまな分野に使われています。 

そこで、どのようなお金が入ってきて何に使われているのかなどをお知らせするため、

財政状況を公表しています。 

今回お知らせするのは、平成２８年度の一般会計※１と７つの特別会計※２の決算、市

の財産、借入金などの概要です。 

＜各会計の決算状況＞ 

予 算 額 歳 入 決 算 額 収入率 歳 出 決 算 額 執行率

30,924,031,000 29,981,913,910 97.0% 29,577,788,418 95.6%

22,182,616,000 22,240,178,423 100.3% 21,545,384,569 97.1%

10,806,566,000 10,858,115,728 100.5% 10,466,942,299 96.9%

1,849,785,000 1,858,102,951 100.4% 1,837,978,598 99.4%

5,841,299,000 5,856,029,197 100.3% 5,617,929,342 96.2%

9,367,000 15,319,554 163.5% 7,732,807 82.6%

3,489,747,000 3,476,695,812 99.6% 3,440,314,752 98.6%

40,307,000 30,230,146 75.0% 30,064,953 74.6%

145,545,000 145,685,035 100.1% 144,421,818 99.2%

53,106,647,000 52,222,092,333 98.3% 51,123,172,987 96.3%

介 護 保 険

テレビ共同受信事業

戸 倉 財 産 区

下 水 道 事 業

合 計

秋 多 都 市 計 画 事 業

武 蔵 引 田 駅 北 口
土 地 区 画 整 理 事 業

(単位：円）

区 分

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

特 別 会 計

 

 

※１ 一般会計とは、福祉、環境、観光、道路整備、防災、教育などの行政サービスに係

る経費のことです。 

※２ 特別会計とは、特定の収入（国民健康保険税、介護保険料、下水道使用料など）が

あるものについて、一般会計と区別する必要がある時に行う経費のことです。 

 



 

 一般会計と７つの特別会計の決算額の割合を、歳入・歳出別にグラフに表すと以下の 

ようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜一般会計の決算状況＞ 

一般会計の予算額は、当初予算後に６回の補正を行った結果、前年度からの繰越額を含

めて、３０９億２，４０３万１，０００円となりました。 

決算額は、歳入が２９９億８，１９１万３，９１０円（収入率９７.０％）、歳出が、 

２９５億７，７７８万８，４１８円(執行率９５.６％)となり、差引き４億４１２万   

５，４９２円を平成２９年度へ繰り越しました。 

歳　　入 (単位：円）

区 分 予 算 額 決　算　額 構成比 収入率

市 税 10,479,106,000 10,671,762,104 35.6% 101.8%

都 支 出 金 4,908,239,000 4,753,648,734 15.8% 96.9%

国 庫 支 出 金 4,225,713,000 4,054,092,960 13.5% 95.9%

地 方 交 付 税 3,748,274,000 3,683,479,000 12.3% 98.3%

地方消費税交付金 1,708,970,000 1,597,702,000 5.3% 93.5%

諸 収 入 1,589,249,000 1,158,887,431 3.9% 72.9%

市 債 1,356,691,000 1,289,991,000 4.3% 95.1%

使用料及び手数料 445,834,000 444,297,802 1.5% 99.7%

分担金及び負担金 392,744,000 387,374,657 1.3% 98.6%

そ の 他 2,069,211,000 1,940,678,222 6.5% 93.8%

合 計 30,924,031,000 29,981,913,910 100.0% 97.0%
 

グラフで表すと、以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



歳出は、サービスの目的で分類する『目的別経費』とサービスの性質に着目して分類す

る『性質別経費』という２つの分類方法で紹介します。 

歳　　出 （目的別） （単位：円）

区 分 予 算 額 決　算　額 構成比 執行率

民 生 費 13,329,490,000 12,877,139,417 43.5% 96.6%

土 木 費 3,152,493,000 2,674,644,372 9.1% 84.8%

衛 生 費 3,140,763,000 3,054,344,095 10.3% 97.2%

総 務 費 3,130,150,000 3,002,843,439 10.2% 95.9%

教 育 費 3,084,956,000 2,959,910,453 10.0% 95.9%

公 債 費 2,853,870,000 2,851,761,447 9.6% 99.9%

消 防 費 1,219,133,000 1,194,432,491 4.0% 98.0%

商 工 費 358,321,000 344,009,777 1.2% 96.0%

農 林 水 産 業 費 348,178,000 337,757,040 1.1% 97.0%

そ の 他 306,677,000 280,945,887 1.0% 91.6%

合 計 30,924,031,000 29,577,788,418 100.0% 95.6%
 

 

グラフで表すと、以下のようになります。 

 



 

 歳 出（ 性 質 別 ） （単位：千円） 

区   分 決算額 構成比 

扶 助 費 8,388,801 28.4% 

物 件 費 4,296,816 14.5% 

繰 出 金 4,180,011 14.1% 

人 件 費 4,177,273 14.1% 

補 助 費 等 3,774,252 12.8% 

公 債 費 2,851,761 9.6% 

普 通 建 設 事 業 費 1,348,570 4.6% 

積 立 金 481,831 1.6% 

そ の 他 78,473 0.3% 

合    計 29,577,788 100.0% 

 

 

 グラフで表すと、以下のようになります。 

 

 

 

 



＜地方消費税交付金（社会保障財源化分）の使途＞ 

社会保障施策に要する経費 124 億 6875 万 3 千円に、地方消費税交付金（社会保障財源

化分）7 億 9401 万 2 千円を充てました。 

施

策

区

分 

事業名称 
事業費 

（決算額） 

財源内訳 

特定財源 一般財源 

国・都 

支出金 
地方債 その他 

地方消費税交

付金(社会保障

財源化分) 

その他 

社

会

福

祉 

社会福祉事業 113,115 14,245 0 19 12,766 86,085 

障 害 者 福 祉 

事 業 
2,000,047 1,397,532 0 0 77,811 524,704 

高 齢 者 福 祉 

事 業 
78,057 9,487 0 7,546 7,881 53,143 

児童福祉事業 5,331,808 2,853,529 0 424,319 265,255 1,788,705 

生活保護事業 1,556,119 1,205,897 0 4,726 44,618 300,878 

小計 9,079,146 5,480,690 0 436,610 408,331 2,753,515 

社

会

保

険 

国民健康保険 

事 業 
873,510 224,946 0 0 83,758 564,806 

後 期 高 齢 者 

医 療 事 業 
816,511 105,482 0 0 91,824 619,205 

介護保険事業 701,439 6,921 0 0 89,692 604,826 

小計 2,391,460 337,349 0 0 265,274 1,788,837 

保

健

衛

生 

保健衛生事業 19,319 7,818 0 14 1,483 10,004 

予 防 事 業 261,321 38,160 0 978 28,693 193,490 

健 康 づ く り 

事 業 
144,568 17,138 0 1,681 16,240 109,509 

阿 伎 留 病 院 

運 営 事 業 
572,939 0 0 0 73,991 498,948 

小計 998,147 63,116 0 2,673 120,407 811,951 

 合計 12,468,753 5,881,155 0 439,283 794,012 5,354,303 

※ 平成 26 年 4 月 1 日に消費税が 5％から 8％への引き上げに伴い、地方消費税交付金(社

会保障財源化分)の使途を明確化し、社会保障施策に要する経費に充てることとされてい

ます。 

 



 

＜市民１人当たりに使われたお金と市税負担＞ 

【総人口】81,315 人 

（平成 29年 3月 31 日現在） 

【一般会計歳出決算額】 

295 億 7,778 万 8,418 円 

【一般会計市税収入額】 

106 億 7,176 万 2,104 円 

【１人当たりに使われたお金】 

 36 万 3,743 円 

【１人当たりの市税負担額】 

13 万 1,240 円 

 

 

＜市民１人当たりに使われたお金（36 万 3,743 円）の使いみち＞ 

 

 

 

＜市有財産の状況＞ 

・土地面積（学校敷地など）             ５９８万８，６１７㎡ 

・建物面積（庁舎など）                １９万５，９８４㎡ 

・自動車保有台数（消防車両２７台を含む）             ９２台 

・出資金などの現在高              ９，７８６万９，０００円 

 

 

 

 

 

 



 

＜基金の状況＞ 

 

 基金とは、今後の支出に備えて特定の目的ごとに積み立てている資金です。 

平成２８年度末の基金現在高は、１５基金で３８億２，００２万２，９５２円となってい

ます。 

 

基　　金　　名　　称 基　金　現　在　高

財 政 調 整 基 金 1,647,188,000 円

テ レ ビ 共 同 受 信 施 設 整 備 基 金 621,345,510 円

公 共 施 設 整 備 基 金 398,825,000 円

国 民 健 康 保 険 基 金 339,091,277 円

介 護 給 付 費 準 備 基 金 240,679,254 円

環 境 保 全 基 金 153,256,000 円

産 業 振 興 基 金 128,787,000 円

戸 倉 財 産 区 基 金 128,577,000 円

市 営 住 宅 整 備 基 金 37,389,000 円

保 健 福 祉 基 金 30,000,000 円

安 心 安 全 ま ち づ く り 基 金 30,000,000 円

教 育 文 化 基 金 30,000,000 円

育 英 資 金 貸 付 基 金 21,405,911 円

減 債 基 金 8,479,000 円

国民健康保険高額療養費資金貸付金 5,000,000 円

合　　　　　　　　　計 3,820,022,952 円
 

 

【市民１人当たりの基金現在高：４万６，９７８円】 

 

※ 平成２８年度末の基金現在高は、平成２８年度出納整理期間終了後の現在高を記

載しています。 

 



 

＜市債の状況＞ 

 

道路･公園･学校などの公共施設の整備には、一度に多くのお金が必要となるため、国や

都の同意を得て、国･都･銀行などからお金を借ります。これを市債といいます。 

市債の活用により、現在施設を利用されている方だけではなく、これから利用される世

代の方々にも負担していただくことで、世代間の負担の公平を図っています。 

下表のとおり、市債は前年から約２２億４，６００万円減少しています。また、一部事

務組合の借入金などで当市が将来的に負担すべき額は、前年から約４億８，０００万円減

少しており、これらを合わせると平成２７年度から約２７億２，５００万円減少していま

す。 

 

市 債 の 目 的 市債現在高 

一
 
般

 
会

 
計
 

普
 

通
 
債
 

土木債（道路などの整備のために） 3,970,701,224 円 

教育債（学校や図書館などの整備のために） 3,021,717,578 円 

衛生債（保健センターなどの整備のために） 2,833,210,523 円 

総務債（庁舎建設などのために） 2,078,845,421 円 

商工債（観光施設などの整備のために） 652,493,636 円 

消防債（消防施設などの整備のために） 263,267,512 円 

民生債（保育所などの整備のために） 97,206,184 円 

そ
の

他
 

臨時財政対策債※１(財源確保のために) 13,385,834,659 円 

減税補てん債など※２(財源確保のために) 734,428,151 円 

  計 27,037,704,888 円 

下水道事業特別会計（下水道の整備のために） 21,291,594,100 円 

合     計（①） 48,329,298,988 円 

前 年 度 末 残 高（②） 50,575,165,031 円 

差 し 引 き（①－②） △2,245,866,043 円 

【市民１人当たりの市債現在高：５９万４，３４７円】 

※１ 臨時財政対策債とは、国から地方公共団体に分配する地方交付税が足りないため、その不足する金

額の一部を借り入れる市債で、その返済額の全額が後年度に地方交付税として補てんされます。 

※２ 減税補てん債とは、国の減税政策による個人住民税などの減収を埋めるために借り入れる市債で、

その返済額の全額が後年度に地方交付税として補てんされます。 

※ 市債には、※１･※２以外にも、後年度に地方交付税として補てんされるものが含まれているため、

市債現在高すべてが、市民の負担になるわけではありません。 

 

（参考）一部事務組合の借入金などで、当市が将来的に負担すべき額 

区        分 現  在  高 

一
部
 

事
務
組
合
 

阿 伎 留 病 院 企 業 団 4,561,880,851 円 

西 秋 川 衛 生 組 合 2,454,815,709 円 

秋 川 流 域 斎 場 組 合 202,726,065 円 

合     計（①） 7,219,422,625 円 

前 年 度 末 残 高（②） 7,698,937,511 円 

差 し 引 き（①－②） △479,514,886 円 



 

 

＜特別会計の状況＞ 

 

［国民健康保険特別会計］ 

主な収入済額は、前期高齢者交付金、共同事業交付金、国庫支出金、国民健康保険税

などです。主な支出済額は、保険給付費で、全体の５９．２％を占めています。 

 

 

［後期高齢者医療特別会計］ 

  主な収入済額は、後期高齢者医療保険料、一般会計からの繰入金などです。主な支出

済額は、広域連合納付金で、全体の９２．７％を占めています。 

 

 

［介護保険特別会計］ 

主な収入済額は、社会保険診療報酬支払基金交付金、介護保険料、国庫支出金、一般

会計からの繰入金などです。主な支出済額は保険給付費で、全体の９１．８％を占めて

います。 

 

 

［戸倉財産区特別会計］ 

  主な収入済額は、前年度繰越金や立木売払いによる財産収入などです。主な支出済額

は、基金への積立金や森林の保育管理経費です。 

 

 

［下水道事業特別会計］ 

主な収入済額は、一般会計からの繰入金、市債、下水道使用料などです。主な支出済

額は、公債費、維持管理費、公共下水道の汚水管布設工事費などです。 

 

 

［テレビ共同受信事業特別会計］ 

  主な収入済額は、基金からの繰入金、加入者分担金などです。主な支出済額は、維持

管理費、受信施設整備事業費などです。 

 

 

［秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区画整理事業特別会計］ 

  主な収入済額は、一般会計からの繰入金などです。主な支出済額は、土地区画整理事

業業務委託料などです。 

 


